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若馬の昼夜放牧管理について

図1 若 馬の放牧風景

放牧地iよ「運動」 「栄蓑補給J、「休息Jへ「社会性」を

提供してくれる場所となります。

日本中央競馬会 日 高育成牧場 生 産育成研究室 研 究役  梅 監癖隠  が こヲ峰

はじめに

BIood Sportsと呼ばれるサラブレッドの世界では、約3

世紀に渡る歴史の中4 レ ースで勝利を収めた馬が種ll馬

や繁殖牝馬となり、子孫を残すこと4速 く走るための有種

改良が行われてきました。血統的に優れた馬の子孫は速く

走る確率は高く、競走馬の生産において交配理論力親 も重

要であるのは否めない事実で坑 一方、国内の生産現場に

おいては、イギリス、アイルラント フランス、アメリカ、カ

ナダなどの競馬先進国から、競定馬の生産 育成技術を導

入し、飼養管理技術の向上を図ること4競 走馬の資質が

大きく向上してきました。この競走馬の資質の向上とは、サ

ラブレッドが本来持っている遺伝的な潜在能力を、環境要

因により上手く引き出した結果であるといっても過言ではあ

りません。競走馬の生産において、誕生から競走馬として

デビューするまでの育成期における飼養管理や口‖致、調教

などの環境要因の重要性が、ますます見直されるようになっ

てきているのが現状であ

今回は、育成期の若馬の健全な発育に最も重要である放

牧管理をテーマとして取り上,共 特に、最近多くの牧場で行

われるようになってきた昼夜放牧につい〔 その馬体に与え

る効果やメリット デ メリットについて検討を加えまとめてみ

ました。

放牧の重要性

競走馬の一生の中A最 も馬体の成長が著しい時期は、

誕生からブレーキング期致の行われる1歳の秋までの初期

から中期育成の時期となりますとこの時期の若馬にとって大

事なことは、大きく分けて、ブレーキングや調教 (後期育成)

に繋がる「基本的な馴致」と「健康な体づくりJの 2つに限

られま坑 ここでは「基本的な翔‖孜」に関しては割愛するこ

ととして もう一方の「健康な体づくりJに ついて話を進め

ま丸

若馬の「健康な体づくりJと は、具体的にいうと、骨、筋肉、

腱靭帯、神経系、心肺機能、内分泌 免疫機能などの健全

な発育を促すこととなりま丸 この健全な発育に欠かすこと

のできない要因の1つが、放牧になるので丸 サラブレッド

の子馬は、早ければ生まれた翌日から母親とともに放牧が

開始されま丸 放牧時に行う自発的な運動は、筋肉や骨、

心肺機能の発育にとって重要な役割を果たすことが知られて

いまれ また、放牧地は運動の場所を提供するだけではな

く、そこに生えている牧草は発育に重要な栄養素を提供して

くれる飼料であり、天気の良い日には寝たリリラックスしたり

できる休息場所でもあるのです (図1)。さらに、同年代の

若馬と同じ放牧地に放牧されることにより、競走馬として必

要不可欠な群れへの順応性の確立にも役立つと思われま丸

放牧の馬体に及ぼす効果

骨の発育にはカルシウムを多く摂取するだけでは十分で
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はありません。適度な運動をすることにより、骨の形成に重

要な役割をする骨茅細llLの活動が活発化し、骨形成のため

の効率良いカルシウムの利用が行われま坑 若馬においく

放牧を行わない時に比べ、放牧した時には骨密度が高くな

ることが報告されていま坑 また、放牧時間が長いほム 骨

密度が増加するとの報告もあります (図2)。さらに、実験

的に当歳馬に毎ロトレッドミルによる常歩運動を力lえると、

運動神の方が小放牧地で一日4時間のみ放牧されている対

H3郡に比べて、燿の発育が早かつたことが報告されています

(図3)。これらのことから、放牧による運動は、若馬の骨

や燿の健全を発育にとって不可欠だと考えられま曳

していま丸 また、 1歳 馬の昼夜放牧中の食草行動に関す

る報告では、 16時 から0時までの食車行動比率は827%と

高く、夕方から夜間にかけての食草が活発なことがうかが

えま丸 群れの中で草原の車を一日中食べながら生活して

いるのが、馬という動物の本来の姿であるとすると、雨が降

ろうと風が吹こうと放牧地にいることは馬にとって幸せであ

り、健康的であると思われまヤ
え 成長期の若馬にとっても、

運動と栄養、精神面や社会性の獲得なム さまざまな観点

から昼夜放牧の有効性が注目されているので丸
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図2 放 牧が骨密度に及ぼす影響

(eeHR A eta 2001改 変)
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図3 子 馬における浅属腱横断面積の変化

(Kasashima et a1 2002改 変)

( 月齢)

図 4 放 牧地における手馬の移動距離の変化

昼夜放牧により運動量の増加が認められる。

1～2カ月臨 昼放牧  (8001500)平 均8 0km

3～ 6ヵ月齢 昼夜放牧  (1300-800)平 均16 7km

厳冬期の昼夜放牧管理

12月から4月の北海道の馬産地の最低気温は氷点下とな

り、放牧地は雪と氷で覆われます (図5)。 この厳冬期に昼

夜放牧 (22時間)を 行った時の当歳～1歳馬の波牧地にお

ける移動距離は、最低気温の低下とともに減少し、日長時

間の増加と気温の上昇とともに増加する様子が碓認されます

(図6)。一方、厳冬期に昼夜放牧を行った子馬の体重増

加曲組は停滞し、 4月 以降に急激に増加する(リバウンド)

現象が認められています (図7)。一般に、サラブレッドは

1歳の春に起こる春季発動に合わせ〔 性ホルモンや成長

ホルモンの分泌が盛んになり、増体量が増える現象が認め

られま抗 しかし、厳冬期に停滞した状態からの急激な増

体 (リバウンド)は 、発育期整形外科的疾患 (DOD)の 原

因になることも考えられ、望ましいものではありません。厳

冬期における昼夜放牧管理については、適切な運動量と栄

養状態を確保しながら、緩やかを成長を促す放牧管理方法

の検討が必要になるので坑

昼夜放牧

国内の生産地では、生後3ヵ月齢を過ぎると、母馬と一

緒に昼夜放牧を行う子馬の姿が認められるようになりま坑

放牧中の移動距離をCPSを 使つて測定すると、 2ヵ 月齢ま

での昼放牧を行っている期間は1日平均8 0kmであるのに対

して、3カ月齢以降に昼夜放牧を開始すると、その移動距

離は1日平均16 7kmと昼放牧の2倍以上に増力‖している様

子が観察されました (図4)。 このことは、放牧時間に準じ

て、昼夜放牧により波牧地内での運動量が増えることを示
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図5 北 海道の厳冬期の放牧風景
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図7 昼 夜放牧を実施 した子馬の成長曲線 (体重)

厳冬期には増体が停滞し 4月 以降のリバウンドが認め

らます。距軽くKm)

9月    41月     12月     2月      4月      5月

(J酪ホームブレクド"11年査ら)

図6 昼 夜放牧における移動距離と気温、日長時間との

関係

当歳～1歳馬の昼夜放牧において 日 長時間の増加と

気温の上昇により運動量の増加が認められます。

昼夜放牧のメ リッ トとデメ リッ ト

昼夜放牧のメリットとデメリットについて、思いつくものを

表1にまとめてみました。

メリットについては、前述の運動量の増加に伴う成長の

促進の他に、馬房滞在時間の短縮による寝藁代や人作費の

経費削減なども考えられまf.実 際に、寝藁の交換は1週

間に一度程度でよくなるため、その使用量は1/7程 度とな

り、空いた時間を馬の回‖致や放牧地の管理に充てることが

可能となりま坑 一方、デメリットもいくつか存在しま丸 放

牧地に滞在する時間が多く、特に夜間は日が行き届かない

ため、事故やケガを起こす可能性が増加しまするまた、 1

日1度は馬房に収牧し、飼付を行い、馬体のチェックをする

必要がありますが、短い馬房の滞在時間では1度に栄養要

求量を十分摂取させることができないため、放牧地で飼付

けするなどの飼料管理方法の工夫が必要になりま曳 放牧

地で給餌する場合は、各個体が摂取する量を管理しづらい

などの難点がありま丸 さらに、初めて昼夜放牧を実施する

場合には、それなりの広い放牧地 (2ha以上)の 確保や牧

柵の準備、いつでも自由に飲める水飲み場、風雨を防げる
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表 1 昼 夜放牧のメリツ ト

放牧時間の増加

新奇環境刺激

栄差摂取の良化

行動学的観点

コスト村Ⅲ減

⇒

⇒

→

⇒

→

移動距離、運動量の増加

様 な々経験による精神的な成長

青草による組飼料、ビタミン、 ミネラルの根取

社会性の獲得、群への順応、馬本来の生活環境

馬房滞在時間の短縮による寝藁代 入件費の節約

昼夜放牧のデメリット

個体管理がしづらい

夜間の監視が出来ない

危険因子の増加

初期投資の必要性

放牧地の荒廃

⇒

→

⇒

⇒

⇒

飼料管理、ポデイコンデイション管理等の不足

不測の事態、ケガ 事故の増加

暑寒、落雷、術生害虫

放牧地の確保、牧柵、水飲み場

草地管理、施肥、ボロ拾い

科学の箱馬車0



シェルターなどの設備投資が必要となりま丸 特に、厳冬期

に昼夜放牧を実施する場合には、脱水症状に陥らないため

の水飲み場の確保が重要な課題になりまえ また、放牧地

は疲弊じ荒廃するため、草地管理も重要な課題となりま汽

底的な]+bttd[育 てられた、壌けられた]で あり、血統

背景だけではなく、育つ環境も含めて完璧であることを意

味するそうで気 若馬の飼養管理方法の改良が、サラブレッ

ドの持つ優れた競走能力をますます引き出す要因であるこ

とは間違いありません。
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最後に

競走馬を生産する上で、どのような馬づくりを目標とする

かは牧場によりさまざまであると思われま丸 例えば、オー

ナーブリーダーとして自分で競馬に走らせ、賞金を稼ぐよう

な走る馬をつくるのか、マーケットブリーダーとしてリスクを

少しでも回避する方法を取りながら、市場で高く売れる馬を

つくるのか、その経営方針によって飼養管理方法は大きく

異なってきま丸 しかし、何れにしても若馬の飼養管理にお

いては、文夫で健康な休づくりと競走馬になるための劇‖致

に葉がる壌が重要であると思われま先 丈夫な体を作る上

至 放牧は欠かせない要素となりますが、 日本の気候風土

に特有の放牧管理については、まだまだ改良の余地がある

部分で丸 サラブレンドの語源は Thcrc ugh[完璧な、徹
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